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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 28,156 △1.4 219 ― 130 ― 98 ―

21年3月期第3四半期 28,547 △17.8 △361 ― △349 ― △232 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 4.79 ―

21年3月期第3四半期 △10.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 32,562 6,037 15.8 249.81
21年3月期 33,468 5,916 14.9 240.05

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  5,147百万円 21年3月期  4,995百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 1.50 1.50
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

0.00 
～2.00

0.00
～2.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 △4.1 500 29.2 450 △0.2 200 ― 9.66
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能
性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 22,072,850株 21年3月期  22,072,850株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  1,467,958株 21年3月期  1,262,882株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 20,662,630株 21年3月期第3四半期 21,314,344株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益の悪化に歯止めがかかりつつも、設備投
資は大幅に減少し、失業率が過去最悪を更新するなど雇用情勢の悪化や、個人所得の低下がみられ、デフ
レスパイラルが懸念される状況で推移しました。 
建設業界におきましては、経済対策による公共工事の発注などありましたが、設備投資・住宅投資等の

大幅な減少などにより極めて厳しい経営環境が続いております。 
このような状況の中、当社グループはリスク管理の徹底、不採算工事の抑制や継続的な経費削減、原価

コストの圧縮に努め、収益の確保に取り組んでまいりました。 
その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高28,156百万円（前年同四半期比1.4%減）となり

ました。利益につきましては、営業利益219百万円（前年同四半期は361百万円の損失）、経常利益130百
万円（前年同四半期は349百万円の損失）、四半期純利益98百万円（前年同四半期は232百万円の損失）と
なりました。 
なお、当社グループの売上高は、通常の形態として、第４四半期に偏るという季節的変動要因があるた

め、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間の売上高の割合は低くなる傾向があります。 
  

  

（1）資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、未成工事支出金が増加したものの、受取手形・完成工事未
収入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ906百万円減少の32,562百万円となりました。負債につ
きましては、主に借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ1,027百万円減少し、26,524百万円と
なりました。純資産合計につきましては、利益剰余金の増加、その他有価証券評価差額金の増加などによ
り前連結会計年度末に比べ121百万円増加し、6,037百万円となりました。 
  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ158百万円増加
し、3,848百万円となりました。 
  
営業活動によるキャッシュ・フロー 
営業活動によるキャッシュフローは、未成工事支出金などのたな卸資産の増加1,643百万円、割引手形

の減少765百万円などありましたが、売上債権の減少3,261百万円、未成工事受入金の増加1,105百万円な
どにより、1,667百万円の増加となりました。 

  

投資活動によるキャッシュ・フロー 
投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより31百万円の減少となりました。

  

財務活動によるキャッシュ・フロー 
財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により1,479百万円の減少となりました。 

  

平成21年11月13日第３四半期にて公表いたしました業績予想に変更ありません。 
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 
  

(棚卸資産の評価方法） 
   棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額 
  を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
 (固定資産の減価償却方法) 
   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して 
  算定する方法によっております。 
  
  

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金額１億
円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、
第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27
日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27
日）が適用されたことに伴い、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から当第３四半期連結会計
期間末までの進捗部分についての成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗
度の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約のうち、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金

額１億円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま
す。 
これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間に係る完成工事高は1,831

百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純純利益が119百万円増加しております。 
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

徳倉建設㈱（1892）平成22年3月期　第3四半期決算短信

－4－



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 4,102,210 3,962,884

受取手形・完成工事未収入金等 12,610,005 15,108,020

有価証券 8,629 1,292

販売用不動産 703,765 1,115,468

未成工事支出金 4,176,518 2,121,727

不動産事業支出金 734,393 734,393

商品及び製品 4,859 4,177

材料貯蔵品 6,173 5,997

立替金 71,821 261,842

繰延税金資産 92,513 109,942

その他 630,972 609,869

貸倒引当金 △22,285 △124,651

流動資産合計 23,119,573 23,910,960

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,711,674 1,758,543

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 271,287 330,143

船舶（純額） 65,788 76,735

土地 3,848,768 3,848,768

有形固定資産計 5,897,517 6,014,190

無形固定資産   

その他 31,328 31,024

無形固定資産計 31,328 31,024

投資その他の資産   

投資有価証券 1,696,238 1,631,193

長期貸付金 313,453 324,503

長期未収入金 1,208,163 1,243,531

破産債権、更生債権等 183,950 189,061

繰延税金資産 82,595 63,338

再評価に係る繰延税金資産 17,937 17,937

その他 226,387 264,484

貸倒引当金 △215,046 △221,830

投資その他の資産計 3,513,677 3,512,217

固定資産合計 9,442,522 9,557,431

資産合計 32,562,095 33,468,391
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 8,280,425 8,599,218

短期借入金 11,726,975 12,340,395

未払金 186,146 280,848

未成工事受入金 2,846,312 1,740,568

未払法人税等 11,878 82,408

完成工事補償引当金 43,146 45,558

工事損失引当金 107,214 38,614

賞与引当金 23,045 61,198

その他 347,476 446,847

流動負債合計 23,572,617 23,635,654

固定負債   

長期借入金 1,882,070 2,686,677

長期未払金 53,443 55,207

退職給付引当金 507,355 481,235

負ののれん 326,195 521,911

再評価に係る繰延税金負債 127,547 127,547

その他 55,179 43,562

固定負債合計 2,951,789 3,916,139

負債合計 26,524,406 27,551,793

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,368,032 2,368,032

資本剰余金 1,527,310 1,527,310

利益剰余金 2,047,499 1,978,190

自己株式 △163,422 △145,543

株主資本合計 5,779,419 5,727,989

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △65,977 △166,399

土地再評価差額金 △566,117 △566,117

評価・換算差額等合計 △632,094 △732,516

少数株主持分 890,364 921,125

純資産合計 6,037,689 5,916,598

負債純資産合計 32,562,095 33,468,391
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 28,547,933 28,156,144

売上原価 26,923,241 26,264,056

売上総利益 1,624,692 1,892,088

販売費及び一般管理費 1,986,005 1,672,142

営業利益又は営業損失（△） △361,313 219,946

営業外収益   

受取利息配当金 43,601 32,253

負ののれん償却額 195,716 195,716

その他 50,550 34,865

営業外収益合計 289,867 262,834

営業外費用   

支払利息 193,290 199,935

為替差損 60,366 82,885

その他 24,417 69,317

営業外費用合計 278,073 352,137

経常利益又は経常損失（△） △349,519 130,643

特別利益   

固定資産売却益 5,658 1,914

投資有価証券売却益 611 1,334

貸倒引当金戻入額 80,130 29,118

受取和解金 － 75,500

その他 6,418 6,123

特別利益合計 92,817 113,989

特別損失   

前期損益修正損 420 783

固定資産除売却損 12,069 2,054

投資有価証券売却損 － 524

投資有価証券評価損 149,911 12,564

販売用不動産評価損 7,443 13,198

貸倒損失 530 42,649

リース解約損 － 11,008

その他 488 10,877

特別損失合計 170,861 93,657

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△427,563 150,975

法人税、住民税及び事業税 21,423 57,643

法人税等調整額 △219,874 2,458

法人税等合計 △198,451 60,101

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3,651 △8,113

四半期純利益又は四半期純損失（△） △232,763 98,987
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△427,563 150,975

減価償却費 152,767 214,555

貸倒損失 530 42,649

負ののれん償却額 △195,716 △195,716

貸倒引当金の増減額（△は減少） △73,080 △109,150

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △5,412 △2,412

工事損失引当金の増減額（△は減少） 38,592 68,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,412 26,120

賞与引当金の増減額（△は減少） △58,902 △38,153

受取利息及び受取配当金 △43,601 △32,253

支払利息 193,290 199,935

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △611 △810

投資有価証券評価損益（△は益） 149,911 12,564

固定資産売却損益（△は益） △5,658 △1,914

固定資産除却損 12,069 2,054

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,738,466 1,105,744

割引手形の増減額（△は減少） △1,230,422 △765,739

売上債権の増減額（△は増加） 1,648,390 3,261,584

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,468,553 △1,643,946

仕入債務の増減額（△は減少） 829,842 △318,793

為替差損益（△は益） 22,149 845

立替金の増減額（△は増加） 88,253 190,021

その他の流動資産の増減額（△は増加） △130,934 △27,592

その他の流動負債の増減額（△は減少） △40,625 △194,491

長期前払費用の増減額（△は増加） 5,984 △227

その他 － 3,218

小計 △804,246 1,947,668

利息及び配当金の受取額 43,256 30,275

利息の支払額 △174,708 △205,424

法人税等の支払額 △113,452 △104,998

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,049,150 1,667,521
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △115,842 △86,336

定期預金の払戻による収入 132,679 105,330

有価証券の取得による支出 △500 －

有形固定資産の取得による支出 △152,526 △101,983

有形固定資産の売却による収入 81,366 5,412

投資有価証券の取得による支出 △35,128 △13,361

投資有価証券の売却による収入 1,089 16,267

貸付けによる支出 △546,100 △328,352

貸付金の回収による収入 285,064 336,877

その他の支出 △54,046 △1,755

その他の収入 7,829 36,370

投資活動によるキャッシュ・フロー △396,115 △31,531

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 47,420,690 47,894,907

短期借入金の返済による支出 △45,723,640 △48,243,892

長期借入れによる収入 1,400,000 820,000

長期借入金の返済による支出 △2,012,933 △1,889,042

自己株式の取得による支出 △598 △17,879

配当金の支払額 △60,873 △29,678

少数株主への配当金の支払額 － △14,000

社債の償還による支出 △550,000 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 472,646 △1,479,584

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,743 1,914

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △978,362 158,320

現金及び現金同等物の期首残高 4,624,932 3,690,147

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,646,570 3,848,467
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  該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 
  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
(注)  事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

 (1) 事業区分の方法 

    日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上区分を勘案して区分しております。 

 (2) 各区分に属する主要な事業の内容 

    建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

    不動産事業 ：不動産の売買及び賃貸等に関する事業 

    その他の事業：資材・石油類の販売、機材の賃貸、保険代理業 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)  

 海外売上高が連結売上高の10%未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

  該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

建設事業 
(千円)

不動産事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

26,789,914 1,191,821 566,198 28,547,933 ― 28,547,933

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

211,995 156,336 788,308 1,156,639 (1,156,639) ―

計 27,001,909 1,348,157 1,354,506 29,704,572 (1,156,639) 28,547,933

営業利益 
又は営業損失（△）

△470,328 108,250 6,581 △355,497 (5,816) △361,313

建設事業 
(千円)

不動産事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

26,883,969 841,107 431,068 28,156,144 ― 28,156,144

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

317,647 119,752 630,797 1,068,196 (1,068,196) ―

計 27,201,616 960,859 1,061,865 29,224,340 (1,068,196) 28,156,144

営業利益 142,220 82,419 1,211 225,850 (5,904) 219,946

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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受注及び販売の状況 
(1)個別受注高 
  

 
（注）パーセント表示は、前年同期比増減率 

  

  （参考） 受注実績内訳                    単位：百万円 

 
 （注） （  ）内のパーセント表示は、構成比率 

  

  (2)個別受注予想 

 
 （注） パーセント表示は、前年同期比増減率 

6. その他の情報

受注高

平成22年３月期第３四半期 19,165 百万円 △21.6%

平成21年３月期第３四半期 24,437 百万円 21.9%

区分
平成22年３月期 平成21年３月期

比較増減 増減率
第３四半期 第３四半期

建 
設 
事 
業

土木

(%) (%) %

官公庁 9,108 (47.5) 8,791 (36.0) 317 3.6

民間 1,353 (7.1) 2,462 (10.1) △1,109 △45.0

計 10,462 (54.6) 11,254 (46.1) △792 △7.0

建築

官公庁 1,962 (10.2) 1,673 (6.8) 289 17.3

民間 6,740 (35.2) 11,508 (47.1) △4,768 △41.4

計 8,703 (45.4) 13,182 (53.9) △4,479 △34.0

合計

官公庁 11,071 (57.7) 10,465 (42.8) 606 5.8

民間 8,094 (42.3) 13,971 (57.2) △5,877 △42.1

計 19,165 (100.0) 24,437 (100.0) △5,272 △21.6

合計 19,165 (100.0) 24,437 (100.0) △5,272 △21.6

受注高

平成22年３月期予想 30,000 百万円 △6.5%

平成21年３月期実績 32,096 百万円 △0.7%
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